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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 ＤＨＣ（ディーエイチシー） 腸内サポート コーンポ

タージュ 

機能性関与成分名 イヌリン 

表示しようとする

機能性 

本品にはイヌリンが含まれます。イヌリンは善玉菌の一

種であるビフィズス菌を増やし、腸内フローラを良好に

することでお通じを改善し、おなかの調子を整えること

が報告されています。 

 

２．作用機序 

イヌリンが善玉菌の一種であるビフィズス菌を増やし、腸内フローラを整える

ことでお通じを改善しおなかの調子を整える作用機序 

イヌリンはいわゆる食物繊維（野菜などに含まれる不溶性食物繊維など）と

しての生理機能性ではなく、イヌリンとしての独特の機能性を有していること

が明らかとなっている。 

イヌリン独特の機能性としては、腸内細菌、特にビフィズス菌に利用される

機能があげられる。イヌリンはβ(2－1)のフルクトシド結合した重合物であり、

その構造からヒトの消化酵素では消化されないので（1）、そのままの形で大腸

まで達する。ビフィズス菌は大腸の腸内フローラの優勢菌の一つであり、善玉

菌として知られており、イヌリンを分解する酵素を有するのでイヌリンを優先

的に利用し増殖することが知られている（2）。イヌリンによる大腸でのビフィ

ズス菌の増殖作用については、研究レビュー中のヒト試験論文においても示さ

れている（3,4）。 

また、ビフィズス菌はイヌリンを利用することで様々な代謝産物を産生する

ことが知られている（5－7）。代表的な代謝産物として、酢酸、プロピオン酸、

酪酸などの短鎖脂肪酸、コハク酸、乳酸があげられる。これらの有機酸は腸内

細菌のうち、アンモニアなどの腐敗物質を産生する細菌の増殖を抑制すること

が知られている（8）。また、ビフィズス菌の代謝産物のうち、短鎖脂肪酸は大

腸の平滑筋を収縮させ蠕動運動を促進することが報告されている（9，10，11）。 

以上のように、イヌリンはヒトの消化酵素によって消化を受けず大腸に達し、

ビフィズス菌などに利用されることで、これらの菌を増殖させる。また、これ

らの細菌が増殖するとともに、その代謝産物の効果によって腸内の腐敗物質産

生菌の増殖を抑制する腸内環境改善効果を発揮したり、大腸の蠕動を促進する

ことで排便を促しおなかの調子を整える機能を発揮したりすることが考えられ

る。 

以上ことから、イヌリンはいわゆる食物繊維としての作用とは異なる作用機
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序によって生理機能性を発揮していることが明らかとなっている。 
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